
のではないがささやかなヴィジョンをもって

いるので､それに向って進みたいと思ってい

る｡

私が現在まずまず恵まれた老後を送ってい

るのは､偏に母校に学び､且つ長期にわたっ

て勤務したお蔭であると思うとき､亡き父母

や姑､夫に対する感謝の念を禁ずることが出

来ない｡

ソグネフィヨル ドを訪れて

小 池 と み 子

1996年夏,ハーグで開催された国際地理学

会に参加した後,デンマーク,ノルウェーと

北欧の国々をまわる機会を得た｡オスロでレ

ンタカーを借り,山越えでソグネフィヨル ド

を目指した｡ノルウェー最大のフィヨル ドの

谷間の暮らしの瞥見を報告したい (地図参

照)0

<フィヨル ド-の旅の始まり>

オスロから北-E16号を進む｡道路はU字

谷に沿っていて,時々氷河湖が現れる｡山が

ちな地域に入っても道はそれほど急にはなら

ない｡少し平地が開けてくると畑が現れる｡

大麦らしい｡スプリレン湖のほとり,ネスで

小休止｡このあたり,じゃがいもの花が咲い

ている｡たまにスプリンクラーが回ってい

る｡バス停はあるが,バスはほとんど見かけ

ない｡あちこちキャンプ場になっている｡た

まに牛の放牧を見かける｡

氷河の谷はだんだん険しくなる｡切り立っ

た崖,周りにU字谷,圏谷がよく見える｡ヴ

アンの対岸の山にはじめて氷帽を遠望する｡

山地の高いところには羊が放牧されている｡

4時頃ボルグンの木造教会に着く｡1150年

頃建立されたというノルウェー最古で最も美

しいといわれるもので,世界遺産にもなって

いる｡さすがにここには観光バスが2台来て

いた｡まわりは小さな木板をぎっしり張り巡

らし,するどい屋根の線が天に向かって伸び

ている｡内部は簡素で祭壇があるのみ｡なか

なかとは思ったが,二人で 100クローネ

(2,000円)はあまりにも高いoノルウェーの

木造教会はキリス ト教が広まるとともに13

-14世紀頃南部の山間地-移住 ･開拓した

人々によって建てられたもので,19世紀後半

生活の厳しさから彼らの半数近くはアメリカ

-移住してしまった｡山間地に今もいくつか

が残っており歴史的記念物になっている｡

道はレールダールの谷に沿って下る｡よう

やくソグネフィヨル ドの西端に着く｡ここを

フェリーで対岸に渡り,フィヨル ド観光の中

心地ソグンダルを経て-ルマンスベルクに宿

を取る｡ホテルは半島部を占拠していて視界

ぐるっと海,暮れなずむフィヨル ドの海はま

るで幻想の世界である｡はじめてフィヨル ド

に立っことができた｡

<ソグネフィヨル ドというところ>

ここでソグネフィヨル ドとこの地域の経済

につ いて文献 に よって調 べ てみ よ う

(John,1992他)｡ソグネフィヨル ドは長さが

175km,最大水深 1,300m,水面からそそり立

つ山々は600-700m,谷幅は最大でも5km以

下でノルウェー最大のフィヨル ドである｡沿

岸沿い,特に日向斜面の北岸に中世からの村

や集落がある｡

次にノルウェー農業についてであるが,耕

地は90万ha(1994)で耕地率は2.8%にすぎ

ない｡経営面積は10ha以下が77% (1972)を

占め,小規模農家が多い｡作物は､表にみる

ように干し草が圧倒的に多く牧草が最も重要

な作物である｡主な農業地域は,沖積層があ
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り小麦や野菜･果樹の栽培が行われているオ

スロ付近,低温に強い穀物の栽培や酪農が行

われているトロン-イム周辺,そして移牧に

よる牛の飼育を主としてきたフィヨル ドの谷

間がそれである｡

フィヨル ド農業の土地利用は,3つの部分

からなっていた｡集落の近くにある耕地 (イ

ンマルク･内側区域),谷間にある薪やフェン

スの材料を得る林地,そして耕地の境界を越

えた谷の上の方に広がる山の共同放牧地 (ア

ウトマルク･外側区域)である｡アウトマル

クには麓の牧場と山地 (フイエル)牧場があ

り,農家はそれぞれの牧場に山小屋を持って

いた｡春にはまず麓の牧場-そして夏には家

畜を山の牧場に移動させ,自らも山小屋に移

りミルクをしぼり,バターやチーズを作っ

た｡冬は干し草による舎飼いとなるが,干し

草は夏の間に耕地で栽培されたものである｡

この移牧方式の生業だけでは十分ではなく,

フィヨル ドでの自給的な漁業や山仕事なども

行われていた｡

<フィヨル ド地域の変化>

1960- 1970年,フィヨル ド農業は大きな

変革の時期を迎える｡北海油田が開発され,

石油輸出国としてノルウェーの経済が大きく

発展する時期であった｡近代化の波はフィヨ

ル ドの奥までひたひたと押し寄せた｡耕地の

統合,輸入肥料の使用,トラクターの導入な

どによって農場の合理化が進んだ｡同時に若

者の流出が起こった｡地域の農業を維持する

ために,政府は積極的に酪農に補助金を投入

するようになった｡インマルクの干し草の生

産は増加 し,夏の間中農家の近くで牛を飼 う

ことができるようになった｡アウトマルクは

今日ではほとんど使用されなくなった｡放棄

された牧場には潅木が生い茂っている｡共有

地は個人所有に換えられつつあり,一部では

エゾ松の植林など新しい型の林業が始まって

いる｡この地域の伝統的なフィヨル ド農業は

大きく変わった｡現在の経済は主として酪農

(生乳)に基礎をおいている｡村には新しい畜

舎やサイロ･トラクターなどが次々と導入さ
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れている｡

もう一つこの地域を転換しつつあるのが政

府観光局による観光開発である｡フイヤール

トンネルの建設,フェリーサービスの充実,

新しいソグンダル道路など交通革命と言うべ

き状況がある｡また氷河博物館の開設やキャ

ンプ場 ･ヒュッテの整備 も行われている｡

1980年に約8,000人だった観光客は1995年

には約27万人になった｡観光がもたらす収益

がむらの経済を豊かにしつつある｡

近年氷河による水力発電を利用したアルミ

ニウム精錬工場が東部のオーダルスタンゲン

と西部の-イアンゲルに出来,人口2,000以

上の新しい町が登場した｡

<氷河に触れる>

翌日,ソグネフィヨル ドの北に広がるヨー

ロッパ大陸最大の氷河ヨステダール氷河に出

かける｡この氷河は標高1,957mであるが,大

部分は標高 1,600mの平らな平原を形成して

おり,いくつかの氷舌が谷間に降りてきてい

る｡

8時45分ホテルを出発｡ソグンダルから

フイヤールランド-海岸から離れて谷間の道

を行く｡緩斜面に点在する農家,立派な畜舎

が目につく｡周りには牧草地が広がる (写真

参照)｡ トンネルを抜けるとフイヤールラン

ドである｡このフイヤールランドトンネルの

完成は1986年で,この地域の観光開発にとっ

てきわめて重要な役割を果たすことになっ

た｡ここには1991年開設の氷河博物館があ

る｡氷河登山のパノラマ映画の迫力はすご

かった｡博物館の屋上からは真正面に氷河が

展望できる｡博物館を出て小さな道を北に進

むと,行き止まりに小さな支流フラット氷河

はあった｡足下は残雪のようだったが,見上

げると上の方は透きとおる氷だった｡カップ

ルが一組来たがすぐ帰ったO他には誰もいな

い｡帰り道,氷河のすぐ近くで,牛が放牧さ

れていた｡反対側に農家があり,家の前の畑

には白いビニールに包んだ干し草がゴロゴロ

と並んでいた｡かつては畑に棒を立てて干し

草をつくっていたらしい｡農家の隣の畜舎が



新しい｡

ソグンダル-戻ってもう一つの氷河-｡ガ

ウペンから新しい道604号に入る｡行き止ま

りの駐車場はさすがに人が多かった｡ダイナ

ミックな氷河が目の前に迫る.ヨステダール

氷河から直接下りている舌端･ニガード氷河

である｡説明書によると,この氷河は1748年

以来後退しており,現在は氷河の末端に氷河

湖をたたえている｡湖を渡るボー トが動いて

おり,対岸の氷河の麓-｡氷河の下からは川

がゴウゴウと流れ出しており,木の橋を渡る

と足をすくわれそうである｡周りの圏谷から

も滝がいくつも落ちていて氷河から流れ出る

水のすごさを知った｡末端の岩砕を昇ってよ

うやく氷河にタッチできたのは30分後だっ

た｡氷河の上の方からトレッキングの人たち

が降りてきた｡アイゼンにピッケルの正装で

ある｡70歳代と思われる人もいる｡ヨーロッ

パの人々の元気さに脱帽だった｡

<ベルゲン->

今日は-ルマンスベルクからソグンダル経

由で再びフェリーで対岸に渡り,南岸を山越

えをしながらベルゲン-と向かう｡8時30分

発のフェリーは何の合図もなく出発し,到着

後車はそれぞれに出ていく｡それぞれの責任

で｡ヨーロッパ流のや り方なのだろう｡ラル

ダールから山道に入る｡車は少ないし,氷河

性の山は雄大で,谷は大きく山はなだらかで

ある｡頂上付近は氷河によって削られた高原

面となっている｡これはフイエルと呼ばれ

る｡氷河,あるところは残雪,そして小さな

湖｡このあたり標高1,300m,それほど寒くは

ない｡キャンプをしている人々がい る｡我々

も座 り込んでお茶にする｡その後,車を進め

ると広大な賓の河原が現れる｡グランドモレ

ーンとのこと｡標高900mを切るあたりから,

やや低い湿地に続く草地では今も羊が放牧さ

れている｡よく見ると,放棄された夏の小屋

が点在する｡壊れて土台だけになったのもあ

る｡これが放棄された夏の牧場のひとつなの

か｡

急斜面のつづらおりになった道を一気に下

る｡途中に何軒か農家があり,周りに羊が放

牧されている｡眼下に目をみはるようなフィ

ヨル ドの風景が広がる｡アーウルラン-0

1200年建立という石の教会がひっそ りと

立っている｡説明書によると,イギリスの教

会形式の影響がみられるとか｡バイキングの

時代,この地とイギリスの間に交流があった

らしい｡今も生きている教会｡村の周りの畑

では港概をしている｡ビー ト･牧草 ･大麦 ･

エン麦の世界｡

トンネルを抜けて遊覧船の発着地点グドバ

ングン-入る｡湾沿いの道を入っていくと行

き止まりに小さなバッカの集落があった｡村

の後斜面は牧草畑になっており,若者が一人

牧草の刈り取りをしていた｡畑の境界はイギ

リスと同じ石垣である｡ここでは斜面に直交

していて中腹で終わる｡石垣が山裾を這い上

がるように何本か並んでいる｡我々は岸に座

り込んで,小さな波紋を描きながらすべるよ

うに入ってくる遊覧船を眺めていた｡昼を過

ぎた頃,車はベルゲン-向けて出発した｡
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馬鈴薯 45.5

干し草 286.8
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ソグネフィヨル ド

+-H.筆者のルー ト

(地図は立石1987による)

斜面に立つ農家 畜舎がひときわ目立つ｡ソグンダル付近で｡
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